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テック製造株式会社テック製造株式会社 サイトレポート情報サイトレポート情報

所在地 ： 静岡県田方郡函南町仁田２３３－２０

主要製品： コンデンサ、高圧電源、電子機器

統合ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ認証取得：2009年2月（ISO9001,ISO14001,OHSAS18001,ISO/IEC27001）
最新更新年月： 2011年1月14日（ISO認証番号：JQA－IG0028－04）

敷地面積： ３,４８７ｍ２、建家面積：２,０３６ｍ２、緑化率３.０％

ごあいさつごあいさつ

２０１０年度の環境の主な取組み２０１０年度の環境の主な取組み

製品・環境技術開発、環境配慮ポイントの紹介製品・環境技術開発、環境配慮ポイントの紹介

環境コミュニケーションの紹介環境コミュニケーションの紹介

設立 ： １９７４年８月、従業員：２０７人（２０１１年３月現在）

当社は、この ｢かけがえのない地球環境｣を守り、健全な状態で次世代に引き継ぐこ

とが基本的責務との認識にたって、東芝テックグループの経営理念及び行動基準
に基づき行動します。 照明器具用コンデンサや電子機器製品の製造、販売などの
事業活動を行い、環境影響を低減するための環境保全活動や省エネ活動を全員参
加で推進しています。今後も継続的な取り組みで環境負荷の低減を図り、企業の社
会的責任（ＣＳＲ）を果たすべく邁進してまいります。

＊地域との協調
川清掃活動の参加、地域への各種環境行事の参加

・5/9 「三島の川をきれいにする奉仕活動」桜川
・6/5 せせらぎルートの清掃奉仕活動
・6/26 見晴学園 清掃奉仕活動
・６月 三島市エコエコデー、ノーカーデー
・9/25 大場川清掃奉仕活動 など

＊統合マネジメントシステムの認証継続（１２月２日：定期審査）
＊化学物質排出量削減

化学物質の排出量は ４７．２％ （２００４年度比）
＊ＣＯ２総排出量削減

ＣＯ２（エネルギー）の総排出量は ４０．４％ （２０００年度比）

＊廃棄物の削減
廃棄物総発生量は １１．４ ％ （２０００年度比）
最終処分率は ２８．１％ （２０００年度比）

・リユースを考慮した製品、環境配慮資材の調達指導等を行いながら、
開発を進めてまいりましたが、現在は環境経営の重要な柱である「環境経営マネジメント」

「エコプロセスの推進」「環境コミュニケーションの推進」の行動基準を掲げ、全員参加で
業務での環境負荷低減に取り組んでいます。

環境保全責任者 山下 國裕
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環境方針環境方針

 
【序文】
　「水と緑と人が輝く夢あるまち・三島」に
立地している三島事業所を中心として、
伊豆地域に所在する各組織が一丸と
なって、「かけがえのない地球環境」を守
り、次世代に引き継ぐことを責務として、
「人を大切にします」「豊かな価値を創造
します」「社会に貢献します」という東芝ｸﾞ
ﾙｰﾌﾟ経営理念に基づき、エレクトロニク
スを応用した社会に貢献するビジネス機
器分野を中心に事業展開して行きます。
　私たちは、ＩＭＳ基本方針と行動基準を
守り、お客様・地域の皆様・従業員の満
足と企業価値の向上に努めます。
　そのために、品質・環境・労働安全衛
生・情報ｾｷｭﾘﾃｨの統合マネジメントシス
テムを構築・維持することにより、相乗効
果を創出し、バランスの取れた継続的改
善に取り組みます。

ＩＭＳ基本方針及び行動基準

東芝テック（株）静岡事業所（三島）・（三福）、
テック製造（株）、㈱テックプレシジョン

１．統合された目標を達成するための
    統合マネジメントシステムを維持し
　　更に向上する。

２．目標設定にあたっては、個々の
    最適化から全体最適化を図り、
    バランスの取れた目標を設定して、
    継続的な改善に取組む。

３．目標達成に向けて、リソースを
    効率的に運用すると伴に、社会
　　の動向や事業環境の変化に対し
　　柔軟に対応する。

４．事業を展開する国内外の法規制、
     お客様との契約、社内外の規程・
     規範を遵守する。

【ＩＭＳ基本方針】
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環境負荷データ環境負荷データ

エネルギー使用量（単位：ＫＬ） ＣＯ２排出量（単位：トンーＣＯ２）

水の使用量（単位：千ｍ３） 排水量（単位：千ｍ３）

廃棄物最終処分量と最終処分率（単位：トン、％）

主な廃物名：金属、廃プラスチック、油等

廃棄物総発生量（単位：トン）

化学物質削減対象物質の取扱量（トン） 化学物質削減対象物質の排出量（トン）

主な化学物質：ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙＡ型ｴﾎﾟｷｼ樹脂、ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛ無水ﾌﾀﾙ酸、ﾄﾙｴﾝ
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遵法管理状況遵法管理状況

＜排水測定結果＞ （主な測定結果）（排水処理施設）、河川（来光川～狩野川）へ放流

＜大気測定結果＞ （対象施設なし）

＜環境事故・指導指摘・苦情の有無＞

なし近隣住民からの苦情の有無

なし行政からの指導・指摘の有無

なし工場周辺や地域での環境問題発生の有無

なし環境事故発生の有無

状況

各月１回1.12325（協定値）ＢＯＤ（ｍｇ／㍑）

対象外対象外対象外対象外フッ素（ｍｇ／㍑）

対象外対象外対象外対象外窒素（ｍｇ／㍑）

対象外対象外対象外対象外ＳＳ（ｍｇ／㍑）

対象外対象外対象外対象外ＣＯＤ（ｍｇ／㍑）

各月１回7.56.0～8.45.8～8.6（協定値）水素イオン濃度(pH)

測定頻度実測値自主管理値規制値

対象外対象外対象外対象外ばいじん（mg/Nm3）

対象外対象外対象外対象外ＳＯｘ（Nm3/ｈ）

対象外対象外対象外対象外ＮＯｘ（ppm）

測定頻度実測値自主管理値法規制値

＜騒音・振動測定結果＞ （特定施設（騒音 コンプレッサ施設、振動 コンプレッサ施設）

敷地境界：夜

１回／半期40.06065敷地境界：昼
振動（ｄＢ）

１回／半期38.74545敷地境界：夜

１回／半期51.55555敷地境界：昼
騒音（ｄＢ）

測定頻度実測値自主管理値規制値測定場所：時間

＜その他測定結果＞ （下水道法：主な測定結果）下水道が未整備

対象外対象外対象外対象外ＳＳ（ｍｇ／ℓ）

対象外対象外対象外対象外ＢＯＤ（ｍｇ／ℓ）

対象外対象外対象外対象外水素イオン濃度(pH)

測定頻度実測値自主管理値規制値
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環境目標環境目標

環境環境目的目的

２０１１年度のサイトの主な環境目標

２０１２年度のサイトの主な環境目的

47％以下

※排出量見込：0.16ｔ

大気・水域への排出量

（2004年度基準）
化学物質管理

0.125％以下

12％以下

※総発生量見込：0.8t以下

最終処分率

・廃棄物総発生量

（2000年度基準）

資源の有効活用

54％以下

※総排出量見込：241t-CO2

CO2総排出量

（1990年度基準）
地球温暖化の防止

2011年度目標指標推進項目

該当なし該当なし化学物質管理

該当なし該当なし資源の有効活用

該当なし該当なし地球温暖化の防止

2012年度目標指標推進項目


